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事業概要

厚生政策課
076(225)1410

介護職員の負担を軽減し、より働きやすい職場環境と質の高いサービスを実現するため、介護現場の生産
性向上に関する相談窓口を設置し、総合的なサポート体制を構築

県リハビリテーションセンター
（事務局・窓口運営）

専門コンサル
（事業者支援）

介護事業者

✓ 介護事業者からの相談対応
✓ ICT・IoT機器等の展示・試用貸出
✓ 職員等に対する各種研修の実施
✓ 専門家による伴走支援 など

センターの主な役割

介護生産性向上
総合相談センター(仮称)

介護現場の
取り組みをサポート

「センターによる支援」と「介護テクノロジーの複合的な
導入」による、ソフト・ハード両面からの取り組み
を進めるため、県内のモデルとなる施設を育成

モデル施設の育成

介護記録ソフト

見守りセンサー インカム など

代表的な介護テクノロジー

• 人手不足が深刻な介護業界において、職員の業務負担の軽減が急務
• テクノロジー活用などの生産性向上による負担軽減を進めるには、事業者の課題に寄り添った支援が必要

現状・課題

事業内容

・機器を使いこなせていない
・業務改善のやり方がわからない といった声



＜相談の対応方法＞
• 対面もしくはオンラインでの面談
• 電話
• メール

介護生産性向上総合相談センターの運営

いしかわ介護生産性向上総合相談センター（仮称）

運営・アドバイザーの委託

※機器の常設展示もリハセンで実施（別途、出張展示も年1~2回実施）

社福法人経営協、老施協、介護福祉士会、ケアマネ
協、県社協、知的障害者協、社協保育部会 など

設置

相談内容に
応じて取り次ぎ

いしかわ介護・福祉人材確保対策推進協議会
（介護現場革新会議）

石川県リハビリテーションセンター（窓口設置）

場所：石川県金沢市赤土町ニ13-1

受 託 者

① 総括責任者

② 介護現場を理解した人員

③ 専門知識・実績を有する人員

基本はリハセン
職員が対応

専門的な相談対応、展示・試用貸出の調
整(ロジ整理)、研修、伴走支援、モデル事
業所の育成、他機関連携、事業検証など

役

割

介護生産性向上の取組に
関する施策の方針決定 石川県

• 受付時間は平日9:00～17:00
• 相談受付シートにより相談記録を
作成し、毎月、県に報告

中央管理事業介護事業者

相談 • 介護テクノロジーの活用
• ノーリフティングケア
• 介護助手
• 週休三日制導入 など

介護サービス種別協議会、
職能団体、県社協 など

連携

支援

※リハセン職員費や建物管理費、備品調
達など、既存のリハセンの体制を用いて対
応可能な範囲においては、本業務委託の
金額に含める必要はない

情報提供、
事業協力 など

情報
共有

センターの取組方針(上半
期)・取組実績(下半期)に
ついて報告・資料作成など



モデル事業所の育成・横展開

モデル事業所

石川県 生産性向上センター

応 募 選 定
※3モデルまで

機器導入や職員研
修等に対しての助成

※詳細準備中

介護現場革新総合
サポート事業費補助金(仮称)

伴走支援

テクノロジーの複合的な導入・活用のため、
• 業務負担の見える化(タイムスタディ等)
• 業務改善計画の策定
• 専門委員会の開催
• 職員間の役割分担
• 介護テクノロジーの導入
• 生産性向上に関する職員向け研修 等

取組の内容

選定委員会

県内の他事業所

成果報告会

好事例集

横展開

専門家の現地派遣、
個別相談 等

成果とりまとめ、
好事例集の作成、
成果報告会の開催

県内の複数の介護事業所等をモデル事業所として、テクノロジーの導入やそれに必要な人材育
成の研修等を実施するとともに、当該モデル事業所での好事例の横展開を実施

上記補助金による機器導
入・職員研修についても連
動して助言等を行うこと

ソフト面の支援ハード面の支援
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